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マニラ日本人会 2022 年８月理事会議事録 

 

日  時：2022 年８月 23日（火） 13 時～14 時 

オンライン会議 （ZOOM） 

 

出 席 者：高野誠司（会長）、家田昌彦（顧問）、餅原 力（副会 

          長）、岡本淳宏（副会長）、岡本和典（総務理事）、辰巳 

          賢一（財務理事）、片桐 浩（監事）、松永啓一、 

          下田 茂、嶋田慎一郎、篠原孝夫、森 啓輔、松尾 健、 

          橋田武志、岡本 健 

         （以上各理事） 

     高岡真紀子、藤田弘通、中村和生、伊藤 淳、 

          下田裕深、尾崎弘一 

         （以上各推薦理事） 

 

オブザーバー： 

    ＜在比日本国大使館＞ 岡島公使・総領事、牧野参事官 

 

議 事 

協議事項 

事務局長交代人事 

高野会長より事務局長の交代人事の提案が下記のとおりあり、 

理事会はこれを承認した。 

 

理事会ノート 
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（現）事務局長 大竹眞一 

（新）事務局長 二村邦彦 

 

任期は本日、８月 23 日より本年 9 月 30 日まで。 

新事務局長より就任の挨拶があった。 

 

2．７月理事会の議事録について 

異議なく承認された。 

 

3．８月新入・退会会員について 

事務局から以下のとおり報告があり、異議なく承認された。 

 

＊新入法人会員（３件） 

Federal Land NRE Global Inc.                     平野雄祐 

Honda Logistics Philippines, Inc.        鈴村正典  

Lintec Philippines (PEZA), Inc.           大塚清治  

 

＊新入個人会員 (31 件) 

松田茂浩（大使館）、相戸和歌子、藤田和也（Marimo Philippine 

Holdings, Inc.）、青木健一（NYK Shipmanagement Pte. Ltd.）、

遠藤恵祐・岡山真次・澤田舞（以上 JFE Engineering  

Corporation Philippine Branch）、遠藤拓馬・小野寺勝太（以上

Hisamitsu Pharmaceutical Co., Inc. Manila Branch）、浜辺裕史

（Sanyo Machine Tools Philippines, Inc.）、本荘研（Pertima 

Philippines Inc.）、堀越祐樹（Anymind Philippines Inc.）石村

健司（I-Cube Digital Solutions Inc.）、小林律子（インスタリ



 －３－ 

ム株式会社）、小島典行（Kojima Spring Philippines Corp.）、小

見山宰士（Nissei Plastic Philippines Inc.）、胡谷聡一・関根

彰太（以上 Kondo(Philippines)Inc.）、桑原義章（Fuji Trading 

Co.,Ltd. Manila Office ）、増井達大（BHP）、村山真一(Bemac 

Electric Transportation Philippines Incorporated）、中川祥允

（IPS Inc.）、二村邦彦（マニラ日本人会）、大久保匠悟（Fair 

Consulting Group Philippines, Inc.）、大高弘寛（Matsui MFG 

(Singapore) Philippines Representative Office ）、尾辻 健

（ Global Mobility Service Philippines, Inc.）、菅原大輔 

（Nissan Philippines, Inc.）、鈴木綾佑 （RCBC）、高橋明 （Fuji 

Philippines Corporation ）、 竹 中 悠 己 （ Angel Technology 

Philippines Inc.）、田山清志（Yasufuji Mold Corp.） 

 

＊新入ジュニア会員（１件） 

横田ジャンリュック（Far Eastern University） 

 

＊退会法人会員（1 件） 

Kyoei Philippines Technology  (高倉文雄)      

  

＊退会個人会員（２件）  

成田友（大使館）、齋藤真（The Sumitomo Warehouse Co., Ltd.） 

 

事務局より会費長期未納者について、定款第３条５項に従い除名

の提案があり、理事会はこれを承認した。 

― 除名 84 件（法人 ２件、個人 78 件、賛助会員 ２名、 

        ジュニア会員 ２名） ― 
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理事より、除名は已む無し、と考えるが今後は今回のように長期

間放置せず ”１年間コンタクトしても連絡が取れない場合は除

名とする”のように期間を決めたほうが良いのではないか、との

ご意見があり、今後そのように検討することとした。 

以上の入退会、除名承認後の会員数は、法人会員 379 件、個人会

員 500 件、賛助会員 15 件、ジュニア会員 １件、合計 895 件、 

世帯数は 2,318 である。 

 

II. 大使館からの連絡事項 

岡島公使からの報告 

・８月 15 日に３年ぶりにカリラヤ日本人戦没者慰霊祭を開催し 

  た。式典の様子は動画で録画しており、参加できなかった方、 

  日本からも式典の様子を見たい方のために大使館のホームペー 

  ジにダイジェスト版の動画を公開することにした。動画には高 

  野会長も映っているので公開について会長にもご検討をいただ 

  きたい。高野会長からは動画配信について差し支えない旨の発 

 言があった。 

・来週予定の商工会議所・日本人会共催で大使公邸を活用いただ 

 いての「暑気払い」の会合は、当館からは要員の派遣、参事官 

 以上の５名、日ごろお付き合いのある関係者が随伴いたします 

 のでよろしくお願いしたい。会の進行方法について何かあれば 

 ご相談いただきたい。 

 

III. 報告事項 

１．企画委員会（高野委員長・会長） 

９月２日に大使公邸で予定されている商工会議所・日本人会共催



 －５－ 

の「暑気払い」は、予定していた人数を上回る応募者数があった

と聞いている。開催にあたって場所のご提供及び大使館関係者の

ご協力に感謝申し上げる。 

 

２．広報委員会 

篠原委員長より、コロナ禍後初めての対面会議が９月 30 日に開催

される予定との報告があった。 

 

３．教育委員会（高野委員長・会長） 

・昨日からマニラ日本人学校の２学期が始まっている。生徒数は

１学期末で 216 人、新たに 63 人が加わり 279 人でのスタートとな

った。今後はさらに 33 人増加予定、２学期中には 300人を超える

状況。スクールバスもまずは２台から問題なく運航された。 

・既報の通り、2025 年２月に MJS の借地契約（25 年間）が満期を

迎える。BGC の土地の市場価格は当時との比較で 15 倍～20 倍に上

がっており、更新時に巨額の資金が必要となることを危惧してい

たが、８月３日に土地を管理しているフィリピン政府防衛省傘下

の公団（BCDA）CEO 以下とリース料について初交渉・協議を行っ

た。本件については大使館から岡島公使・佐藤領事にもご出席い

ただき、かつ越川大使からも公団トップ宛てに適正な価格設定を

お願いする書状を発出していただいた。今回協議の結果としては、

近くにあるアメリカンスクールとイングリシュスクールの借地料

を準拠し、現在の契約水準の 3 倍から 4 倍の水準で落着の感触を

得た。今後の交渉では、契約期間やエスカレーション条項等の条

件について細部を詰めていく。資金源としては、長期契約の場合

は金額も大きくなるため、日本政府の援助、金融機関からの借り
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入れ、それでも不足の場合は前回契約時と同様に各企業から特別

な寄付をお願いするかもしれない。引き続き、皆様と協議しなが

ら進めていきたい。 

 

４．診療所運営委員会（岡本委員長） 

８月 17 日開催の診療所運営委員会について報告。内容は、収支状

況、事業改善プラン、2023 年度予算の３点。 

・収支状況 

コロナの影響も軽減し、外来患者数・健康診断者数も増加、赤字

額は予算対比少ない。厳しい状況が続いているので、企業の健康

診断・従業員受診については、積極的に当診療所を利用いただき

たい。 

・事業改善プラン 

2 年間大幅な赤字が続いたので、事業改善プランを策定したこと

は以前ご報告の通り。今回は、オンライン診療の更なる活用と周

知徹底、診療所宣伝のためのパンフレットの作成やメールでの情

報提供、Facebook 等の活用、将来的な診療所の場所についての意

見交換等を行った。 

・2023 年度予算について 

議論の最中だが、2024 年の黒字化を目指した、戦略的な追加支出

も含めた 2023 年の予算案を検討中。詳細は追ってご報告する。 

 

５．スポーツ委員会（餅原委員長） 

ソフトボール大会の進捗状況について説明があった。 

７月 20 日申し込み開始、８月 10 日に申し込みを締切る。14 チー

ム、総勢 311 名の申し込みがあった。８月 17 日に監督会議・組み
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合わせ抽選・審判説明会を行った。９月４日を各チームの 

練習日として９月の 11 日から予選リーグを開始する。途中試合の

予備日、MJS の行事除外日を含めて 11 月 20 日の日本人会スポー

ツフィエスタの日に決勝戦を行う。期間として２か月強の大会が

幕を開けた。コロナ感染防止策を講じて大会を運営していく。 

スポーツ運営委員を選出していただいている企業の皆様には引き

続きご協力をお願いしたい。 

 

６．ライブラリー委員会（辰巳委員長） 

９月９日に委員会を開催する。内容については共有させていただ

きたい。 

 

７．８月事業報告及び９月事業予定（事務局） 

事務局より行事日程について資料に基づき報告があった。 

以上 

 

 

次回理事会 ９月 27 日（火）13 時～ 

マニラ日本人会 22 階大会議室 


